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戦評 

 ３年連続の出場を目指す由利高校と、３年ぶりの出場を目指す秋田北高校との決勝戦。 

 第１セット、由利は序盤から小河原のサーブで一気にリードを広げ、秋田北は早々と２回のタイム

アウトを使い切る。その後も由利は手を緩めることなく得点する。悪い流れを断ち切りたい秋田北は

鎌田にボールを集めるが、由利のブロックにつかまり更にリードを広げられてしまう。結局、由利は

主導権を渡すことなく第１セットを先取する。 

 第２セット、由利は第１セットと同様にサーブで崩し、ブロックで得点する展開で試合を進める。

一方、秋田北は長いラリーを制し勢いに乗るかと思われたが、由利の強力なサーブをセッターに返す

ことができず、思うように攻撃ができない苦しい展開となる。由利はエース吉野を中心に、クイック

を絡め突き放しにかかる。最後は梶原がセンターからスパイクを決め、由利が２セット連取。 

 第３セット、後がない秋田北だが、由利の高いブロックにつかまり中々得点することができない。

由利は粘り強いレシーブから小田が確実にスパイクを決める。終盤、秋田北は野中のスパイクで得点

するなど一矢報いるも、最後まで由利のアタッカー陣を止めることができず試合終了。 

 由利高校がストレートで３年連続の出場を決めた。 

戦評者： 杉山  岳    


